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　「昔はね、好きな人に告白するときに手作りの [ おまもり ] を渡し
たんだよ。おまんと祭りでケガしないようにって。」という往年の乙女
たちの思い出話を聞いた。なんとも高浜らしい告白の流儀！　
　馬場の若者たちの後姿を改めて見ると、カラフルなリリアン糸で細
かい模様を編みこんだおまもりを腰に下げている。おまもり作りを続
ける１人、阿知波初美さんに製作のようすを見せてもらった。棒状の
道具を使い、糸を交差させて筒のように編みあげていく。編み方は同
じでも配色で印象が変わる。阿知波さんは「大山公園近くの生まれだ
から、おまんと祭りには馴染み深く育ちました。母に教えてもらいな
がら初めておまもりを作ったのは、もう70年も前の小学校2年生の
ころ。母が誰に習ったかは知りませんが、息子たちに編んでやってい
ました。私も自分の夫、息子、孫に毎年作ってきましたよ。」と語って
くれた。この思い出から推測すると、装束におまもりをつける風習は、
少なくとも80年の歴史はありそうだ。高浜の「おまんと祭り」は疾走
する馬に飛びつく、勇壮ながら危険をともなう祭りだ。大切な人の雄

姿を楽しみにする気持ちと、無事を祈る気持ちが入りまざって、このような端正な模様がうかびあがるのかもし
れない。「今やボケ防止だけどね。」茶目っ気たっぷりの阿知波さんの笑顔に、男性的な祭りに寄り添ってきた高
浜の女性たちの長い年月を垣間見た気がした。

早期配布にご協力ください。

オトメのキモチを
　　　　編みこんで・・・

【第18回】

おまんと祭りの無事を祈る「おまもり」

ポ ル ト ガ ル 語 の ペ ー ジ を 読 ん で く だ さ い !

LELA A PÁGINA EM PORTUGUÊS!

▲
阿知波初美さん作

昨年のおまんと祭りのようす。▶
後ろポケットにおまもりを下げている。

▲ �道具を手にする阿知波初美さん（二
池町）。小さいものなら半日で編む
という。


